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フットサルのゲームにおける攻撃結果とそれに結びつく諸要因との関連
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The relationship between various factors when possessing one’s 
ball and offensive outcomes in futsal
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Abstract
In order to comprehensively understand futsal games, this study investigated the offensive 

characteristics involved by checking all the locations and ways from possessing one’s ball to the end of 
the offense in games. All games which I targeted were games of the F-league being in the top level of 
our country. After tabulating a cross-table between the various factors when possessing one’s ball and 
offensive outcomes, the relationship was statistically tested. As a result, the following findings were 
obtained:

1） In the relationship between the way to get the ball and the outcome of offense, it was indicated 
that a newly started offense such as a corner kick or free kick significantly frequently ended in shooting, 
whereas  clearance significantly often led to a turn-over.

2） With respect to the association between the location where to play finally and offensive 
outcomes, in case that a team played the final play in their own field, that play tended to end in a turn-
over, but in case that near the other team’s goal, it tended to end in shooting. These issues indicated a 
tendency similar to many other goal-type ball games. 

3） A significant association between whether shooting was successful or not and the location where 
the final play was performed was found, showing that shooting from the middle position in front of the 
goal was significantly often successful. 

These results reveal the offensive characteristics in futsal games of the F-league. In futsal, the 
offenses initiated from set pieces such as corner kicks and free kicks that are unmarked tend to end in 
shooting. Moreover, the offenses initiated from clearances tend to end in turn-overs, that probably due 
to offensive technical errors.
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緒　言　

　

　フットサルはスペイン語のFutbolsalaとポルトガル

語のFutbol de salaoを派生・合成させた室内サッカー

を意味するゴール型球技であり，1994年にFIFA管轄

下で正式競技として認められた歴史の浅いスポーツで

ある1）．室内サッカーと言われるフットサルであるが

戦術面，ルール面でサッカーとの相違点も多い2）．ル

ールでは，５ファウル制や，コートやゴールのサイズ，

選手交代回数の制限がないことなど，バスケットボー

ルやハンドボールとの類似点が多い．戦術面では，オ

フサイドルールが無いことから最前線で待ち構えるこ

とで攻撃の起点となるピボ当てや，１対１の得意な選

手にボールを持たせてスペースを作るアイソレーショ

ン，数的優位を創造するための動き方やフォーメーシ

ョン等に用いられる戦術は，バスケットボールやハン

ドボールに類似性が見られる．このように，多彩な側

面を持つフットサルのトレーニングや戦術指導に関し

ては，フットサル先進国と言われるヨーロッパや南米

では，Massardi et al.3）の試合時間とゴールとの関連

についての報告や，フットサルの守備戦術を述べた

Bravo and Oliveira 4）の報告などによってフットサル

独自のトレーニング方法が確立されている．しかし，

日本国内ではフットサルを専門競技として行う年齢は

高校年代以降であることが多く，古本ら5,6）の一連の

報告によると競技人口の少ない日本では，海外諸国の

フットサル独自のトレーニング法を導入して取り組ん

でいるわずかなチームを除き，大半のチームはボール

を足で操作する競技特性からサッカーの経験則によっ

てトレーニングが行われているのが現状である．

　したがって，国内フットサルの競技レベルを向上さ

せるには，フットサルを１つのゴール型球技として捉

え，戦術構築に基づいたトレーニングを行う事が望ま

れる．そのためには，国内フットサルのゲームの特徴

を捉えた基礎資料が必要である．しかし，国内フット

サルの戦術を対象とした研究は，フットサルの普及に

関する報告7）やキックインとセットプレーの関連につ

いての報告8） など特定のプレーに着目した報告などが

散見されるだけにとどまっている．そこで本研究では

フットサルのゲームの特徴を捉えるために，国内トッ

プレベルのゲームにおけるすべての攻撃時のボール獲

得から攻撃終了までの位置や方法を記録し，戦術面に

応用するための攻撃面におけるゲームの特徴に関する

基礎資料を得ることを目的とする．

　これらの基礎資料からフットサルのゲームの特徴を

明らかにすることは，国内フットサルの競技レベルを

向上させるための今後の指導法を確立するにあたり，

一指針を得ることに貢献できると考えられる．

方　法

１．対象

　対象は，フットサル国内トップリーグである日本フ

ットサルリーグ（Ｆリーグ）の男子プレイヤーとし，

日本フットサル連盟が動画配信サイトで公式配信して

いる2018-2019シーズンに開催された198試合のうち,

無作為に選んだ10試合とした．

２．記録内容

　フットサルのポゼッション開始と終了に関する５項

目（「①ボール獲得方法」，「②ボール獲得位置」，「③

最終プレー」，「④最終プレー結果」，「⑤最終プレー位

置」）を記録した．①ボール獲得方法はコーナーキック，

クリアランス，ディフェンスリバウンド，オフェンス

リバウンド，フリーキック，キーパーのキャッチ，イ

ンターセプト，キックイン，キックオフ，スティール

の10のカテゴリーに分類した．②ボール獲得位置と

⑤最終プレー位置については，図１に示す７つに分類

した．③最終プレーはポゼッション終了時の最後のプ

レーとしてドリブル，パス，シュートの３つに分類し

た．④最終プレー結果は，シュート，ターンオーバー，

ディフレクションの３つに分類し，シュートで終了し

た場合はゴール，枠外シュート，シュートブロック，

キーパーのキャッチ，キーパーのセービングの５つに

分類し，ディフレクションで終了した場合はシュート

ブロック，相手によるクリア，相手に触れてボールが

外に出た場合のディフェンスブロックの３つに分類し

た．また，攻撃側と守備側のファールによって終了し

たプレーは選手の意図やミスに関わりなく起こるアク

シデントの意味合いが強く，ターンオーバーとディフ

レクションのどちらにも属さないと考えたため，分析

対象から除外した．
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３．分析方法

　記録した全てのプレーを集計し，それぞれの項目に

ついてクロス表を作成した．さらに，得点に関するシ

ュート傾向を明らかにするために，攻撃結果における

シュートは再集計し，成否とシュート位置とのクロス

表を作成した．作成したすべてのクロス表は，χ2検

定によって各項目同士の関連を検討し，有意な関連が

認められた場合は各カテゴリーの調整残差を算出し，

特徴を検討した．統計的有意水準は5%未満とした．

結　果

１．攻撃結果と攻撃開始方法の関連

　表２は，攻撃結果毎にボール獲得方法の頻度を示し

たものである．攻撃結果としては，シュートが416回，

ターンオーバーが843回，ディフレクションが405回

であった．それぞれの攻撃結果におけるボール獲得方

法は，シュートで攻撃が終了したときは，キックイン

が147回，インターセプトが63回，コーナーキックが

表１．記録した各項目とそのカテゴリーの分類一覧

項目

③最終プレー

①ボール獲得方法

④最終プレー結果

カテゴリー

コーナーキック

クリアランス

ディフェンスリバウンド

フリーキック

キーパーのキャッチ

インターセプト

キックイン

キックオフ

オフェンスリバウンド

スティール

ドリブル

パス

シュート

ターンオーバー

シュート

ディフレクション

略記号

CK

CL

DR

FK

GC

IN

K

KO

OR

ST

D

P

S

T

S

D

最終プレー結果の分類

ゴール

枠外シュート

シュートブロック

キーパーキャッチ

キーパーのセービング

クリア

シュートブロック

ディフェンスブロック

略記号

G

OF

SB

GC

GS

C

SB

DB

図1．コートの分類(記録した②⑤項目の分類に使用）
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55回と頻度が高く，オフェンスリバウンドが４回，

キックオフが７回，ディフェンスリバウンドが12回

と頻度が低かった．ターンオーバーで攻撃が終了した

ときは，キックインが327回，クリアランスが149回，

インターセプトが120回と頻度が高く，オフェンスリ

バウンドが５回, キックオフが８回，ディフェンスリ

バウンドが25回頻と頻度が低かった．ディフレクシ

ョンで攻撃が終了したときは，キックインが150回，

クリアランスが76回と頻度が高く，オフェンスリバ

ウンドが３回，キックオフが４回，ディフェンスリバ

ウンドが17回と頻度が低かった．このクロス表は，

χ2
o（ 算 出 さ れ た χ2値 ）=60.8>28.9=χ2（ α=0.05，

df=18）であり有意な関連が認められた．クロス表に

よって有意な関連がみられたことからそれぞれの調整

残差を表３に示した．シュートについては，コーナー

キック（調整済み残差=5.17，以下同様に数値のみ表

記する），フリーキック（2.44）が有意に高く，クリ

アランス（-4.43）が有意に低い値を示した．ターン

オーバーについては，クリアランス（2.19）が有意に

高く，コーナーキック（-4.60）が有意に低かった．

ディフレクションについては，フリーキック（-2.33）

が有意に低値を示した．

コーナーキック クリアランス
ディフェン

ス
フリーキック

キーパーの
キャッチ

インターセプト キックイン キックオフ
オフェンス
リバウンド

スティール 計

シュート 55 37 12 28 31 63 147 7 4 32 416

ターンオーバー 38 149 25 38 69 120 327 8 5 64 843

ディフレクション 31 76 17 10 37 46 150 4 3 31 405

計 124 262 54 76 137 229 624 19 12 127 1664

表2．攻撃結果毎に分類したボール獲得方法の頻度　(回)

χ2
o=60.8>28.9=χ2(df=18,α=0.05)

シュート 5.17 -4.43 -0.48 2.44 -0.67 0.94 -1.05 1.20 0.67 0.05

ターンオーバー -4.61 2.19 -0.65 -0.12 -0.07 0.57 1.10 -0.75 -0.63 -0.06

ディフレクション 0.18 1.92 1.24 -2.33 0.76 -1.61 -0.22 -0.34 0.05 0.02

スティールコーナーキック クリアランス
ディフェン

ス
フリーキック

キーパーの
キャッチ

インターセプト

†）　*：p<0.05，　**：p<0.01

表3．攻撃結果毎に分類したボール獲得方法の調整済み残差

キックイン キックオフ
オフェンス
リバウンド

** **

*

*

*

†)

２．攻撃結果と最終プレーを試行した位置の関連

　表４は，攻撃結果と最終プレー位置の頻度を示した

ものである．シュートが416回，ターンオーバーが

843回，ディフレクションが405回であった．それぞ

れの攻撃結果における終了位置は，シュートでは１が

55回，２が37回，３が12回，４が28回，５が31回，

６が63回，７が147回であり，ターンオーバーでは１

が411回，２が 66回，３が67回，４が64回，５が75回，

６が82回，７が78回であった．ディフレクションで

は１が193回，２が53回，３が17回，４が41回，５が

29回，６が19回，７が51回であり，シュートでは１，

６，７，ターンオーバー，ディフレクションでは１が

それぞれ高い頻度を示した．このクロス表はχ
2
o=36.4>21.0＝χ2（α=0.05, df=12）であり有意な関

連が認められた．クロス表によって有意関連がみられ

たことからそれぞれの調整残差を表5に示した．

　シュートについては，３（6.99），５（5.11），６（7.68），

７（4.33）が有意に高く，１（-14.9），２（-3.05）が

有意に低い値を示した．ターンオーバーは，１（8.91）

が有意に高く，３（-2.42），４（-2.21），５（-2.26），

６（-2,42），７（-3.92）が有意に低い値を示した．

表4．攻撃結果毎に分類した最終プレー位置の頻度(回)

χ2
o=36.4>21.0=χ2(df=12,α=0.05)

シュート

ターンオーバー

ディフレクション

計

1

33

411

193

637

2

20

66

53

139

3

77

67

17

161

4

47

64

41

152

5

72

75

29

176

6

92

82

19

193

7

77

78

51

206

計

416

843

405

1664
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３．攻撃結果がシュートの場合の成否と最終プレー位

　　置の関連

　表６は，シュートの成否と最終プレー（シュート）

位置を示したものである．シュート成功が34回，シ

ュート失敗が382回であった．シュート成功では１が

０回，２が２回，３が８回，４が１回，５が３回，６

が14回，７が６回，シュート失敗では１が33回，２

が18回，３が69回，４が46回，５が68回，６が76回，

７が72回であった．シュート成功では６，シュート

失敗では３，５，６，７がそれぞれ高い頻度を示した．

χ2
o=13.9>12.6=χ2（α=0.05, df=6）であり有意な関

連が認められた．有意な関連がみられたことから調整

残差を表７に示した．シュート成功においては６

（2.88）が有意に高く，シュート失敗においては６

（-2.88）が有意に低い値を示した．

表5．攻撃結果毎に分類した最終プレー位置の調整済み残差

†) *：p<0.05，　**：p<0.01

シュート

ターンオーバー

ディフレクション

-3.05

-0.78

4.00

2

**

**

1.73

-2.21

0.83

4

*
5.11

-2.26

-2.54

5

**

*

*

4.33

-3.92

0.19

7

**

**
6.99

-2.42

-4.26

3

**

**

*
7.68

-2.42

-4.96

6

**

**

*
-14.90

8.91

4.56

1

**

**

**

†)

表6．シュートの成否毎に分類した最終プレー位置の頻度(回)

χ2
o=13.9>12.6=χ2(df=6, α=0.05)

シュート成功

シュート失敗

計

1

0

33

33

2

2

18

20

3

8

69

77

4

1

46

47

5

3

68

71

6

14

76

90

7

6

72

78

計

34

382

416

†) **：p<0.01

表7．シュート成否毎に分類した最終プレ一の調整済み残差　　　　　

-1.79

1.79

1

0.30

-0.30

2

0.79

-0.79

3

-1.60

1.60

4

-1.33

1.33

5

-0.17

0.17

7

2.88

-2.88

6

** †)
シュート成功

シュート失敗

考　察

１．攻撃結果と攻撃開始方法の関連

　攻撃結果と攻撃開始方法の関連においてはシュー

ト，ターンオーバー，ディフレクションに異なる傾向

があることが示された．攻撃がシュートで終わった場

合にはコーナーキック，フリーキックの頻度が高かっ

た．玉置8）は，フットサルのセットプレーはコートが

狭くディフェンスがボールとマークする選手の把握が

難しいと述べており，多くのチームが相手ゴールに近

い場所であれば複数のシュートを試行するサインプレ

ーを用意しているのが一般的である．特にコーナーキ

ックやフリーキックでは，サインプレーによって積極

的にシュートを試行していると考えられる．サッカー

においては，セットプレーによる攻撃パターンを計画

することが多く9），ゲーム中のシュートの20 ～ 40%

がセットプレーから再開したプレーになっているとい

う報告10）もある．フットサルでは流れの中から得点

を挙げることが難しいため，サッカーと同様にコーナ

ーキックやフリーキックによるセットプレーが得点を

狙うための手段としてより多く用いられていることが

示されたと考えられる．攻撃がターンオーバーで終了

した場合においては，相手ゴールから最も遠い位置で

開始されるクリアランスの頻度が高かった．フットサ

ルは，コートが狭くゲームのテンポが速いなかでボー

ルを足で操作することから，少しの技術的なコントロ

ールミスもボールを失うことに繋がり，ターンオーバ

ーが多い特徴がある．クリアランスから開始される攻
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撃では，守備側は一定の圧力をかけて相手のボールキ

ープミスやパスミスを誘発する守備をオールコートで

行う傾向にあるため，攻撃側は定位置攻撃と呼ばれる

３- １や４- ０等のフォーメーションで各ポジション

に選手を配置し，より速く攻撃を仕掛けようとするこ

とが多くなる．その結果，選手間をピンボールのよう

に素速く経由させることが得点を挙げるための有効な

手段となりうる一方で，ゲームのテンポが上がること

によって攻撃プレイヤーが判断を誤り，技術的なミス

が起こりやすい特徴が示されたと考えられる．中屋敷
11）は，サッカーのヨーロッパ選手権を対象にボール

ポゼッションと競技力の関連を調査し，成績上位チー

ムが下位チームよりも相手陣地で攻撃が終了する傾向

があることを報告している．一般にボールポゼッショ

ンとチームとしての技術力との間には大きな関連があ

ると考えられることから，フットサルでもクリアラン

スから開始される攻撃において，相手にボールを取ら

れないようにボールを保持しながら自陣を突破するた

めの技術と戦術を高めることが競技力を図る一つの指

標になると考えられる．

２．攻撃結果と最終プレー位置の関連

　攻撃結果と最終プレー位置の関連においては，シュ

ート，ターンオーバー，ディフレクションに異なる傾

向があることが示された．シュートにおいて自陣では

シュートを打つことが少なく，敵陣のゴール前では

様々な位置から試行されているという傾向が示され

た．敵陣で攻撃が開始された場合は相手ゴールとの距

離が近くターンオーバーされるリスクは少ない．また，

ボールを獲得した時点で数的優位になっていることが

多く，他のゴール型球技と同様シュート状況を作りや

すく自明の結果であった．両サイドからシュートが試

行されている結果については，フットサルでは，ファ

ー詰めと呼ばれるゴールから少し離れたペナルティエ

リア内にいる選手にシュート性のパスを送り，ワンタ

ッチしてコースを変えてゴールを狙うというプレー

や，ピボと呼ばれるポストプレーを行うポジションの

選手が５，６，７の位置で起点となって空いているスペ

ースに走りこむ選手へシュートを打たせるプレー，逆

サイドのプレイヤーに素速くパスを送って１対１の状

況を創出するプレー等の多彩な戦術が相手陣地で行わ

れていることが要因であると考えられる．田中ら12）が，

ハンドボールにおいてゴールより遠い地点からのシュ

ートよりもゴールに近い位置からのポストシュート，

カットインシュート，１対１からのシュートが有効で

あると述べており，そのシュート位置は，本研究にお

ける５，６，７の位置に置き換えることが可能である．

したがって，フットサルとハンドボールのコートとゴ

ールのサイズが同じであることとあいまり，フットサ

ルのシュートへの流れはハンドボールとの類似点が多

いと考えられる． 

３．攻撃結果がシュートの場合の成否と最終プレー位

　　置の関連

　シュートの成否と最終プレー位置の関連においては

シュートの成功，失敗において異なる傾向があること

が示された．シュートの成功では，敵陣ゴール前中央

のエリアで有意に高い値を示した．フットサルの得点

傾向についてHussein13）は，フットサルワールドカッ

プを対象とした研究で全得点数の33%の得点はペナル

ティエリア内で試行したシュートの得点であると報告

している．フットサルでは得点の確率をあげるために

ファー詰めを積極的に行うのが一般であると言われて

いる．Lobo et al. 14）はフットサルの得点のうち多く

はファー詰めであると述べていることから，本研究で

もゴール前中央のエリアでシュート成功が多かった点

については，ゴレイロが反応できない位置にシュート

性のパスを送り，コースを変えて得点を狙うファー詰

めが積極的に行われていたと考えられる．また，他の

ゴール型球技のシュートの成功率については，草野15）

がサッカーではペナルティエリア内からのシュートが

最も高いと報告しており，シュート成功率という視点

からはフットサルとサッカーに同様の傾向が見られ

た．また前述の田中ら12）は，女子ハンドボールの日

本チームと海外チームのシュート傾向を比較してお

り，日本チームがロングシュートの割合が高かったの

に対して，海外チームはポストシュート，カットイン

シュート，１対１等のゴールに近いエリアでの得点が

多いと報告している．海外チームには当該大会で日本

チームより下位成績のチームも存在するが，平均とし

ては日本チームより上位の集団である．ハンドボール

とフットサルでは，得点数に差はあるが，競技力が高

くなるほどゴールに近いエリアでのシュート成功率が

高いという点においては，同様の傾向があるのではな

いかと考えられ，今後明らかにしていきたい．これら

のことから，フットサルではゴール前中央のエリアか

らのシュートが成功しやすく，その成功率を高めるた

めにはフットサルと同じ条件を持つハンドボールのシ

ュート技術や戦術をトレーニングに取り入れることが

有効であると考えられる．



37フットサルのゲームにおける攻撃結果とそれに結びつく諸要因との関連

結　語

　

　本研究では，フットサルのゲームの特徴を捉えるた

めに，国内トップレベルのFリーグを対象にゲーム中

のすべての攻撃におけるボール獲得から攻撃終了まで

の位置や方法を記録し，それらをクロス集計して攻撃

の特徴について検討した．その結果，結果は以下の通

りである．

１）攻撃結果と攻撃開始方法において有意な関連が認

められた．コーナーキック，フリーキックで新たに

開始される攻撃はシュートに繋がりやすいことが示

され，クリアランスから開始される攻撃はシュート

まで繋がらないことが示された．

２）攻撃結果と最終プレー位置において有意な関連が

認められ，フットサルではゴールに近いエリアから

シュートが試行されていることが示された．

３）攻撃結果がシュートの場合の成否と最終プレー位

置において有意な関連が認められ，ゴールに近い中

央のエリアからのシュートでなければ得点に至らな

いことが示された．

　これらの結果から，総合すると「自陣で開始される

クリアランスではボールを保持しながら前進させるた

めの戦術，敵陣へ侵入した場合ではシュートへ繋げる

ための戦術，この２つに分けて考えることが競技力と

して重要」と思われる．クリアランスから開始される

攻撃でシュートに繋げるためには，相手にボールを取

られずに自陣を突破することが重要である．そのため

には技術力を高めることと，ボールを保持しつつ前進

させるための戦術が必要である．敵陣に侵入してから

の攻撃では，ゴールに近いエリアでシュートに繋げる

ことが重要である．そのためにはピボを使用したポス

トプレー， １対１の得意な選手にその状況を創り出し

シュートに繋げるプレー，ゴールに近いエリアで対峙

する相手を突破，外す動きを行いノーマークの状況を

作り出すことが必要である．また，シュートを行う状

況で味方の選手がファー詰めの場所に位置取ることで

よりシュート成功の確率を上げることが可能になると

考えられる．自陣でボールを保持しながら前進するこ

とと，敵陣からシュートへ繋げるためにはチームの技

術状況に合わせた戦術，トレーニングの確立が競技力

向上に不可欠と思われる．本研究結果は国内フットサ

ルの競技力向上に寄与する指針であると考えられる．
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